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と
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市長提出議案審査

９月定例会の概要

16

小
・
中
学
校
体
育
館
照
明
使
用
料
等
の
有
料
化
／

職
員
等
の
旅
費
制
度
の
見
直
し 

な
ど

議
案
を
議
決

　令和８年第５回９月定例会は、８月 31
日から９月 18 日までの 19 日間の会期で
行われ、市長提案議案 14 件、議員提出
議案２件、請願１件、認定６件を議決し
ました。
　ここでは、主な議案の内容と委員会審
査を含めた審議の経過などについて、お
知らせします。

　

学
校
体
育
館
な
ど
の
利
用
者
に
、
照
明
の
電
気
料
や
照

明
器
具
を
使
う
こ
と
で
生
じ
る
消
耗
・
劣
化
に
対
す
る
費

用
を
負
担
し
て
も
ら
う
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る

も
の
。

　

現
在
、
無
償
で
開
放
し
て
い
る
学
校
体
育
館
に
つ
い
て
、

受
益
者
負
担
、
利
用
の
適
正
化
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営

の
観
点
か
ら
、
照
明
使
用
料
な
ど
を
有
料
化
す
る
。
令
和

９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

照
明
使
用
料
は
「
照
明
使
用
料
単
価
×
使
用
時
間
＋
許

可
手
数
料
」
で
あ
り
、
団
体
に
よ
る
定
期
利
用
の
場
合
は

「
照
明
使
用
料
単
価
×
週
使
用
時
間
×
月
週
数
×
使
用
月
数

×
４
分
の
３
＋
許
可
手
数
料
」
と
な
っ
て
い
る
。

第 59 号

照
明
使
用
料
な
ど
を
定
め
る
に
あ
た
り
、

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
た
の
で
は

　
　
　
　
　

な
く
、
体
育
館
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
更
新

　
　
　
　
　

し
た
際
の
経
費
や
使
用
時
の
電
力
消
費
量
、

　
　
　
　
　

電
気
料
な
ど
を
参
考
に
算
定
し
て
い
る
。

議員市

市
内
小
・
中
学
校
体
育
館

　

照
明
使
用
料
等
の
有
料
化

○照明使用料単価

名称 使用区分 使用単位 単価
大野小学校　体育館

全面 １時間に
つき

220 円
山上小学校　体育館 180 円
八幡小学校　体育館 160 円
中村第一小学校　体育館 260 円
中村第二小学校　体育館 410 円
桜丘小学校　体育館 360 円
飯豊小学校　体育館 290 円
磯部小学校　体育館 210 円
日立木小学校　体育館 150 円
中村第一中学校　体育館 430 円
中村第二中学校　体育館 380 円
向陽中学校　体育館 410 円
中村第二中学校　武道場 80 円

○許可手数料

　

な
お
、
左
記
の
照
明
使
用
料
単
価
は
、
電
気
料
及
び
照
明

の
整
備
費
を
基
に
、
１
時
間
当
た
り
平
米
0.4
円
に
体
育
館
の

床
面
積
を
掛
け
て
算
定
さ
れ
て
い
る
。

　

許
可
手
数
料
に
つ
い
て
は
申
請
受
付
、
許
可
証
の
作
成
・

発
行
等
に
要
す
る
経
費
の
実
費
相
当
分
と
な
っ
て
い
る
。単位 単価

申請１回につき 2,740 円

体
育
館
の
照
明
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
る

他
自
治
体
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

県
内
13
市
の
う
ち
、
１
市
が
徴
収
し
て
い

　
　
　
　
　

る
。
他
に
、
施
設
使
用
料
を
徴
収
し
て
い

　
　
　
　
　

る
市
は
４
市
で
あ
る
。

議員市

原案に反対
　同議案は、公立学校体育施設の開放につ
いて新たに条例を制定し、利用者負担を導入しようとするもので
ある。問題は、個々の利用料の金額ではなく、人口減少の中で学
校体育施設の開放をどう地域政策に位置づけるかという点にある。
体育館は子どもたちのスポーツ活動を支えるだけでなく、部活動
の地域移行に対応し、社会人の健康づくりや地域団体活動を支え
る重要な公共基盤だからである。
　また、財政面からも、令和 7年度の実質収支が約 4億 8,000 万
円、財政調整基金が約 40億円ある中で、年間約 300 万円程度の
経費を利用者負担とする必要性が不明確である。市の財政に余裕
があるにもかかわらず、個々の事業で利用者に負担を求めれば、
公共サービスが段階的に縮小されるおそれがあると考える。以上
のことから原案に反対する。

中島孝議員

原案に賛成　　　　　　　　　同議案は学校の体育館などの利用に際し、昨今
の電気料金の値上がりを受け、これまで無料としていた照明の電気
代などの実費を利用者の皆様にご負担いただく内容である。
　公共施設は老朽化に伴う維持管理や修繕に多くの費用を要してお
り、今後も市民の皆様にこうした施設を提供し続けていくためには、
使用した分の電気代をご負担いただくことは必要であり、今の社会
経済情勢ではやむを得ないと考え、原案に賛成する。獺庭大輔議員

※賛否結果については 15 ページ下段を御覧ください。
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９月補正予算審査

会計 補正 額 内　容

一般会計 2,000 万円（歳出）イベント企画運営委託料

一般会計 27 万 7,000 円（歳出）生ごみ処理機等設置奨励金

補正予算の主なもの

　

福
島
県
外
の
人
を
県
内
に
呼
び
込
む
た
め
に
、
首
都

圏
を
中
心
に
天
然
ト
ラ
フ
グ
「
福
と
ら
」
の
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
る
。

   

福
と
ら
の
魅
力
を
Ｃ
Ｍ
等
で
Ｐ
Ｒ

福
と
ら
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
／
生
ご
み
処
理
機
等
設
置
奨
励
金
の
増
額

補正
予算

市 議員

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
問
う
。

本
事
業
の
予
算
は
、
首
都
圏
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

に
１
２
１
０
万
円
、
宮
城
県
・
山
形
県
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
に

240
万
円
、
地
上
波
番
組
の
制
作

に
550
万
円
で
、
合
計
２
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、県
の
補
助
金
を
活
用
し
、実
施
す
る
。

な
お
、
本
事
業
は
県
外
か
ら
県
内
へ
の
来
訪

促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
県
内
で
の

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、
新
聞
折
り
込
み
広
告
、
雑
誌

掲
載
等
は
補
助
金
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

 

な
ど
の
追
加
補
正
予
算
を 

議
決 

市 議員

現
時
点
の
申
請
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

今
年
７
月
末
時
点
で
、
電
動
式
が
12

基
、
コ
ン
ポ
ス
ト
が
６
基
の
合
計
18
基

と
な
っ
て
い
る
。

生
ご
み
処
理
機
等
設
置
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
増
額

　

当
初
、
奨
励
金
の
対
象
に
つ
い
て
電
動
式
15
基
、

コ
ン
ポ
ス
ト
６
基
の
計
21
基
分
を
想
定
し
て
い
た

が
、
想
定
よ
り
も
申
請
が
多
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
新
た
に
25
基
分
を
増
額
す
る
。

職
員
等
の
旅
費
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　

見
直
し

第 60 号
　

宿
泊
料
金
の
高
騰
や
交
通
機
関
の
料
金
体
系
、
販
売

方
法
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
条
例
を

一
括
し
て
改
正
す
る
も
の
。

　

今
回
の
改
正
は
、
国
や
県
の
改
正
趣
旨
に
合
わ
せ
、

旅
行
の
実
態
に
即
し
た
必
要
な
旅
費
を
支
給
す
る
よ
う

改
正
す
る
も
の
で
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
レ
ン
タ
カ
ー

な
ど
の
運
賃
・
費
用
を
旅
費
の
対
象
に
加
え
る
ほ
か
、

都
道
府
県
ご
と
の
宿
泊
費
の
上
限
や
交
通
費
と
宿
泊
費

を
ま
と
め
た
包
括
宿
泊
費
な
ど
を
設
け
る
。
施
行
日
は

令
和
９
年
４
月
１
日
と
な
っ
て
い
る
。

市
長
な
ど
に
支
給
す
る
、
鉄
道
運
賃
の
距

離
の
制
限
を
撤
廃
し
た
特
別
車
両
料
金
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

国
の
法
律
及
び
県
の
旅
費
条
例
の
状
況
を

　
　
　
　
　

調
査
し
た
結
果
、
国
や
県
の
改
正
趣
旨
を

　
　
　
　
　

踏
ま
え
、
当
市
で
も
同
様
に
改
正
す
る
こ

　
　
　
　
　

と
と
な
っ
た
。

議員市

な
お
、
国
の
運
用
方
針
で
は
、
旅
行
命
令
権
者
に

お
い
て
実
態
な
ど
に
応
じ
、
特
別
車
両
料
金
の
支

給
を
決
定
で
き
る
と
し
て
い
る
。

原案に反対　旅費制度の見直し自体には反対せず、必
要に応じた特別職の特別車両の利用も否定しない。問題は条例
の「書き方」である。現行制度では市長の旅費に「特別車両料
金又は上級の運賃」と規定されているが、改正案では「最上級
の運賃」と明記され、議員も「市長の旅費相当額」とされる。
このように職位と旅費にランクを結びつけ条例に明記すること
は、市民の理解を得られない。自治体の条例は単なる技術的規
定ではなく、公費の使い方の姿勢を示すものである。市民には
限られた財源の中で事業の必要性を問い、負担の理解を求める
一方、市長・議員には職位を基準に上位待遇を保障するのは、
市民との感覚にズレを生じさせるおそれがあると考える。必要
性に応じた適切な支給と、職位による待遇保障は異なる。公費
に対する市民の信頼を守るため、原案に反対する。

中島孝議員

原案に賛成　　　　　　　　　現在は規則に基づき旅費が支給されているが、改
正後は実際の支出に応じて支給されるようになる。今回の改正は国や
県の改正趣旨に準じたものであり、妥当な改正であることから原案に
賛成する。

愛澤俊行議員

原案に賛成　　　　　　　　　同議案は、社会の変化に対応した職員の旅費ルー
ルの見直しである。評価できる点は三つあり、第一に、ホテル代を
「実費」で支払う仕組みへの変更により、ホテル代高騰に対応し、職
員の自己負担を解消できる点。第二に、曖昧だった日当や食卓料など
の定額手当をなくし、実費負担を基本に整理した点。第三に、過払い
や不正申請時の返還義務を明記した点で、税金の適切な使用を確保で
きる点。以上のことから改正は妥当と判断し、原案に賛成する。

獺庭大輔議員
※賛否結果については 15 ページ下段を御覧ください。
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令
和
７
年
度

　
　
　

決
算
認
定
審
査
報
告

会　　計 歳　　入
予算現額 収入済額（Ａ）

一般会計 20,374,456,000 18,644,152,032
国民健康保険特別会計 3,607,695,000 3,480,074,823
後期高齢者医療特別会計 573,853,000 570,194,543
介護保険特別会計 4,078,139,000 4,125,614,415
光陽地区造成事業特別会計 1,654,865,000 1,655,205,086

計 30,289,008,000 28,475,240,899

令和７年度相馬市一般会計・特別会計歳入歳出決算一覧　　（単位：円）

会　　計 歳　　出
予算現額 支出済額（Ｂ）

一般会計 20,374,456,000 18,116,118,653
国民健康保険特別会計 3,607,695,000 3,447,289,966
後期高齢者医療特別会計 573,853,000 567,807,534
介護保険特別会計 4,078,139,000 3,822,401,392
光陽地区造成事業特別会計 1,654,865,000 1,621,526,821

計 30,289,008,000 27,575,144,366

会　　計 歳入歳出差引額（Ｃ）
※（Ａ）－（Ｂ）

左のうち翌年度
繰越財源（Ｄ）

実質収支
※（Ｃ）－（Ｄ）

一般会計 528,033,379 38,996,000 489,037,379
国民健康保険特別会計 32,784,857 0 32,784,857
後期高齢者医療特別会計 2,387,009 0 2,387,009
介護保険特別会計 303,213,023 0 303,213,023
光陽地区造成事業特別会計 33,678,265 26,653,000 7,025,265

計 900,096,533 65,649,000 834,447,533

令和７年度相馬市下水道事業会計決算一覧　　（単位：円）

下水道
事業会計

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出
予算現額 決算額 予算現額 決算額

収　　入 1,261,219,000 1,254,521,857 507,924,000 420,006,900
支　　出 1,252,432,000 1,232,522,272 871,522,000 810,018,964
収　　支 21,999,585 ※△ 390,012,064

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額については、過年度分及び当年度分消費税・地方
　消費税資本的収支調整額、過年度分及び当年度分損益勘定留保資金で補填しています。

市
税
の
収
納
状
況

　

市
税
全
体
の
収
入
済
額
は
、
61
億
１
６
２

３
万
４
８
５
１
円
で
あ
り
、
前
年
度
比
で
約

６
億
８
７
８
４
万
円
の
増
収
。
不
納
欠
損
額

は
、
１
３
７
２
万
８
５
９
２
円
で
、
前
年
度

比
約
１
１
９
２
万
円
の
減
。
収
入
未
済
額
は

２
億
１
０
８
８
万
７
４
９
４
円
で
、
前
年
度

比
約

601
万
円
の
増
。
収
納
率
は
現
年
度
課
税

分
、
滞
納
繰
越
分
を
合
わ
せ
て
前
年
度
並
み

の
96.5
％
と
な
っ
て
い
る
。

そうま市議会だより

令和８年 11 月１日号

令和７年度決算認定審査

　

一
般
市
営
・
災
害
市
営
住
宅
の
家
賃
収
入
や
駐
車

場
収
入
、
滞
納
繰
越
分
の
収
入
未
済
額
は
合
計
１
億

541
万
１
６
９
８
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
令
和
７
年
度
分
の
収
入
未
済
額
に
つ

い
て
は
、
１
６
４
５
万
１
９
３
９
円
で
、
一
般
市
営

住
宅
54
件
、
災
害
市
営
住
宅
46
件
、
合
計

100
件
で
あ

る
。
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
８
８
９
５
万
９
７
５

９
円
で
あ
る
。

　

市
は
こ
れ
ら
滞
納
に
よ
る
収
入
未
済
額
を
解
消
す

る
た
め
、
高
額
な
滞
納
者
に
対
し
、
引
き
続
き
民
事

調
停
等
を
行
っ
て
い
く
。

議員

空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助
金

の
詳
細
に
つ
い
て
問
う
。

市

　
　
　
　
　

当
該
補
助
金
は
１
件
当
た
り

200
万
円

　
　
　
　
　

程
度
の
補
助
金
と
な
っ
て
お
り
、
移

　
　
　
　
　

住
さ
れ
る
方
な
ど
が
空
き
家
バ
ン
ク

　
　
　
　
　

を
利
用
し
て
空
き
家
を
購
入
し
、
そ

　
　
　
　
　

れ
を
改
修
す
る
際
の
費
用
を
補
助
す

　
　
　
　
　

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

な
お
、
移
住
さ
れ
た
方
の
傾
向
と
し

　
　
　
　
　

て
は
、
本
市
に
縁
が
あ
っ
た
方
や
近

　
　
　
　
　

隣
の
県
か
ら
の
移
住
が
多
い
。

一
般
市
営
・
災
害
市
営
住
宅
の

家
賃
収
入
等

議員

　

民
事
調
停
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

市

　
　
　
　
　
　

昨
年
行
っ
た
５
件
の
調
停
は
終
わ
っ

　
　
　
　
　
　

て
お
り
、
そ
の
う
ち
１
件
は
分
納
に

　
　
　
　
　
　

応
じ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
４
件
に

R7 年度
収入済額

R6 年度
収入済額

市民税 2,305,852,132 1,920,623,485 385,228,647

 
固定資産税 3,357,558,143 3,049,162,113 308,396,030

 
軽自動車税 135,908,118 130,556,412 5,351,706

 
市たばこ税 315,307,708 326,816,125 △ 11,508,417

入湯税 1,608,750 1,230,750 378,000

合計 6,116,234,851 5,428,388,885 687,845,966

R7 年度及び R6 年度の市税の収入状況 （単位：円）

税目 前年度比

つ
い
て
は
調
停
が
全
て
不
成
立
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
今
後
、
住
宅
の
明
け
渡
し
訴
訟

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

空
き
家
に
関
連
す
る
補
助
金

　

空
き
家
バ
ン
ク
仲
介
手
数
料
補
助
金
20
万
円

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
の
売
買

に
伴
う
仲
介
手
数
料
の
補
助
金
で
、
２
件
分
が
支

出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助
金

880

万
円
は
、
空
き
家
を
購
入
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る

場
合
の
改
修
費
用
補
助
金
で
、
５
件
分
が
支
出
さ

れ
た
。

災害市営住宅　細田東団地
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
の
執
行
状
況
や
方
針
な
ど
を
質
問
し
、
市
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

内
容
を
要
約
し
、
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

8

一般質問

にじ

門馬優子 議員
が問う！

新政会

河内幸夫 議員
が問う！

新時代そうま

山中宣明 議員
が問う！

　
　
　
　
　

本
市
の
小
学
校
区
は
、
合
併
前
の
旧
村
の
区
域
と

　
　
　
　

の
重
な
り
が
多
く
、
長
年
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て

き
た
地
域
の
営
み
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
か
け
が

　
　
　
　
　

相
馬
市
は
第
三
期
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
一
環
と

そうま市議会だより

令和８年 11 月１日号

一般質問

小
学
校
の
再
配
置
に
つ
い
て

小
規
模
校
に
お
け
る
学
区
の

　

再
編
成
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
‼

Q.
　

行
政
が
適
切
に
対
応
し
な
け
れ
ば
、
小
規
模
校
は
閉
校
に
追

い
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
閉
校
を
回
避
す
る
た

め
の
具
体
的
な
取
組
を
検
討
し
、
全
力
で
対
策
を
講
じ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
、
小
学
校
の
再
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

A.
児
童
数
減
少
に
よ
る
小
規
模
校
に
お
け
る

学
区
の
再
編
成
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

え
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
礎
で
あ
る
。

　

仮
に
、
小
規
模
校
の
維
持
を
目
的
と
し
た
学
区
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
な
れ
ば
、
児
童
や
家
庭
へ
の
影
響
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
地
域
の
絆
や
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
に
も
影
響
が
及
ぶ
も
の
と
思
慮
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
小
規
模

校
の
人
数
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
区
の
再
編
成
を
行

う
考
え
は
な
い
。

↑こちらから↑

↓　動画は　↓

「
相
馬
市
働
き
方
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
お
け
る
展
開
と
市
役
所
の
役

割
に
つ
い
て

人
口
減
少
時
代
に

「
選
ば
れ
る
地
域
」
と
な
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　

今
何
を
す
べ
き
か
‼

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
今
年
度
の
目
標

と
中
長
期
的
な
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

Q.
　

若
者
の
市
外
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
、
市
は
「
働
き
方
改
革

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
３
つ
の
宣
言
」
を
生
存
政
策
と
し

て
推
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
施
策
の
実
効
性
を
確
保
す
る
に

は
、
目
標
数
値
と
達
成
期
限
、
中
長
期
的
な
成
果
目
標
な
ど
、

早
急
に
実
施
内
容
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

A.
し
て
、
働
き
方
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、本
市
が
持
続
可
能
で
「
選
ば
れ
る
地
域
」

を
目
指
し
、
働
き
方
改
革
を
通
じ
て
市
内
企
業
の
活
性
化
と
雇

用
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
取
組
は
３
段
階
の
段
階

的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
進
め
て
い
く
。

　

第
一
段
階
は
、
現
在
の
従
業
員
に
と
っ
て
働
き
や
す
く
魅
力

あ
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
離

職
防
止
と
安
定
雇
用
に
つ
な
げ
、
企
業
の
持
続
可
能
な
経
営
体

制
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　

第
二
段
階
は
、
先
行
企
業
の
取
組
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
市
内
の
多
く
の
企
業
が
柔
軟
な
働
き
方
を
導
入
し
、
働
き

や
す
い
企
業
と
し
て
の
認
知
度
が
面
的
に
広
が
る
こ
と
で
、
多

様
な
人
材
確
保
が
可
能
な
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

　

第
三
段
階
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
若
者
や
女
性
な

ど
多
く
の
人
材
に
「
相
馬
市
で
働
く
場
が
あ
る
」
と
認
識
さ
れ
、

Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
等
の
就
職
と
地
元
定
着
を
促
進
し
、
人
口
減

少
対
策
と
地
域
活
性
化
を
実
現
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
成
果
指
標
と
し
て
、
仕
事
と
育
児
の
両
立

支
援
や
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
を
県
が
認
証
す
る
「
福
島
県
次
世
代
育
成
支
援
企
業
」
の

認
証
数
を
、
現
在
の
15
社
か
ら
令
和
10
年
度
末
ま
で
に
20
社
に

増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く

の
企
業
が
働
き
方
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
促
進
し
て

い
く
こ
と
で
、「
選
ば
れ
る
地
域
」
と
し
て
一
人
で
も
多
く
の

方
が
本
市
に
就
業
し
居
住
を
希
望
す
る
流
れ
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

相
馬
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

２
０
４
０
年
問
題
に
向
け
て

　

未
来
の
相
馬
市
の
た
め
に

　

今
か
ら
で
き
る
準
備
は
何
か
‼　

今
後
生
じ
る
市
の
主
な
課
題
に
対
し
、
ど

の
よ
う
に
向
き
合
い
、
課
題
解
決
に
向
け

準
備
を
す
る
の
か
考
え
を
伺
う
。

Q.
　
　
　
　
　

市
は
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
と
い
う
課
題
に
対

　
　
　
　

し
、「
不
易
流
行
」
の
考
え
方
を
基
本
に
向
き
合
っ

　

２
０
４
０
年
代
の
相
馬
市
は
、
人
口
が
現
在
の
約
３
万
２
千

人
か
ら
約
２
万
７
千
人
程
度
に
ま
で
減
少
し
、
高
齢
化
率
が
約

40
％
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
担
い
手
不
足
や
地
域
経
済
の

縮
小
な
ど
、
様
々
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
向

け
て
、
今
か
ら
の
準
備
と
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A.
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

日
本
の
高
齢
化
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
代
に
は
、

様
々
な
問
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
社
会
の
在
り

方
は
現
在
と
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
時
代
に
備
え
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
、
市
も
変
化
を
恐

れ
ず
、
時
代
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
変
わ
っ
て
い
く
姿
勢
を
持
つ

こ
と
で
あ
る
。

　

市
が
目
指
す
変
化
は
三
つ
あ
り
、
第
一
に
、
効
率
化
と
省
力

化
の
追
求
で
あ
る
。
公
共
施
設
の
集
約
や
再
編
を
含
む
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
同

時
に
、
人
手
不
足
を
補
う
た
め
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
新
技

術
の
積
極
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

　

第
二
に
、
連
携
と
協
力
の
さ
ら
な
る
推
進
で
あ
る
。
県
や
近

隣
自
治
体
と
の
広
域
連
携
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
り
、

限
り
あ
る
資
源
を
共
有
し
協
力
し
合
う
時
代
へ
移
行
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
、
民

間
の
知
見
や
活
力
を
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
、

官
民
連
携
を
推
進
し
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
化

さ
せ
、住
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
。

　

第
三
に
、
時
代
に
合
わ
せ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
で
あ
る
。

地
場
産
業
の
振
興
と
新
た
な
産
業
振
興
を
両
立
さ
せ
、
新
規
創

業
や
技
術
開
発
の
支
援
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
、
新
た
な
雇

用
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

一
方
で
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
「
不
易
」
の
要
素
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
地
域
の
強
み
や
市
民
の
誇
り
を
守
り
、

次
世
代
へ
継
承
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

市
は
、
次
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
、
市
民
の
幅
広

い
意
見
を
踏
ま
え
、「
不
易
流
行
」
を
軸
に
据
え
な
が
ら
、
少

子
高
齢
化
と
人
口
減
少
社
会
が
進
行
す
る

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

そ
の
他
の

問

質

○ 

市
の
情
報
発
信
と
市
民
へ
の

　

 

情
報
伝
達
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Q.
今
後
の
進
め
る
べ
き
計
画
等
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
　
　
　

学
校
の
在
り
方
に
関
す
る
計
画
は
、
各
学
校
の
児

　
　
　
　

童
数
や
学
級
数
の
見
通
し
だ
け
に
基
づ
い
て
策
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
市
が
一
方
的
に
方
向
性
を
定
め
て

策
定
で
き
る
も
の
で
も
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

一
般
質
問
で
お
答
え
し
て
き
た
と
お
り
、
保
護
者
や
地
域
か
ら

学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
学
区
の
実
情
を
踏
ま
え
、
関
係
者
の
皆
様
と
丁
寧
に

協
議
を
行
っ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
時
点
に
お
い
て
、

特
定
の
学
校
の
学
区
の
見
直
し
や
変

更
、
学
校
統
合
を
前
提
と
し
た
市
全

体
と
し
て
の
計
画
を
策
定
す
る
考
え

は
な
い
。

A.
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本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
登
壇
か
ら
質
問
、
答
弁
を
含
め
１
時
間
以
内
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
馬
市
議
会
で
は
一
般
質
問
・
質
疑
は
通
告
す
る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一般質問

新時代そうま

只野敬三 議員
が問う！

にじ

杉本智美 議員
が問う！

そうま市民の会

浦島勇一 議員
が問う！

そうま市議会だより

令和８年 11 月１日号

一般質問

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市
民
の
声
を
少
し
で
も

　
　

市
政
に
反
映
す
る
た
め
に
‼

Q.
　
　
　
　
　

市
は
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
議
会
議
員
の
皆
様

　
　
　
　

を
は
じ
め
、
各
行
政
区
長
、
各
種
審
議
会
や
各
委
員

会
に
お
け
る
各
種
団
体
の
代
表
者
や
公
募
に
よ
る
市
民
の
皆
様

　

市
長
は
就
任
以
来
、
精
力
的
に
現
場
に
出
向
き
、
市
民
の
声

に
積
極
的
に
耳
を
傾
け
て
い
る
も
の
と
思
う
。
現
場
の
声
を
丁

寧
に
聞
き
取
り
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
一
番
の
基
本
で

あ
る
と
考
え
る
。
つ
い
て
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
市
長
の
考
え

方
と
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
問
う
。

A.
市
民
の
声
を
聴
く
機
会
を
ど
の
よ
う
に
設

け
る
考
え
か
問
う
。

そ
の
他
の

質

問

な
ど
、
様
々
な
関
係
者
か
ら
の
意
見
を
拝
聴
し
た
り
、
市
長
へ

の
手
紙
や
提
言
箱
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
幅
広
く
市
民
の
皆
様

か
ら
の
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
取
組
を
継
続
し
な
が
ら
、
新

た
に
、
市
民
と
市
が
お
互
い
に
思
い
や
考
え
を
伝
え
合
い
、
相

互
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
対
話
」
の
機
会
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

開
催
方
法
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
す
る

と
と
も
に
、本
年
開
催
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

に
お
い
て
、
様
々
な
立
場
や
世
代
の
市
民
に
よ
る
有
意
義
な
対

話
の
場
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
用

い
た
対
話
の
手
法
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
形
で

「
市
民
と
市
長
の
対
話
」
の
実
施
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
重
ね
、

開
催
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で

　

聴
い
た
市
民
の
意
見
を
政
策
に　
　
　

　
　
　

反
映
す
る
べ
き
‼

新
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
要
望
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
応
え
る
考
え
か
伺
う
。

Q.
　

市
内
の
賑
わ
い
が
衰
退
し
、
特
に
中
心
市
街
地
に
空
き
家
が

増
え
、
停
滞
感
が
漂
っ
て
い
る
中
、
多
く
の
市
民
は
新
市
長
と

共
に
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
い
う
空
気
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し

か
し
、
人
口
減
少
と
物
価
高
は
継
続
し
、
市
民
生
活
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
若
い
世
代
の
定
着
に
は
、
人
口
減
少

下
で
も
賑
わ
い
が
あ
る
街
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。
市
民
と
の
対

話
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
の
意
見
を
新
総
合
計
画
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
考
え
か
伺
う
。

A.

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
ポ
ー
ト

構
想
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

資
源
循
環
だ
か
ら
と

　

手
放
し
で
は
歓
迎
で
き
な
い
‼

搬
入
物
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
必
要
な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

Q.
　

国
交
省
が
推
進
す
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
ポ
ー
ト

（
循
環
経
済
拠
点
港
湾
）
に
相
馬
港
が
認
定
さ
れ
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
や
使
用
済
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
搬
入
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
含
有
有
害
物
質
の
情
報
が
入
手
で
き
な

い
と
処
理
が
で
き
ず
、
放
置
、
土
壌
汚
染
が
広
が
る
お
そ
れ
も

あ
る
と
考
え
、
そ
の
構
想
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

A.
事
業
開
始
後
、
そ
の
全
体
像
を
相
馬
市
が

把
握
し
、
汚
染
防
止
に
ど
こ
ま
で
関
与
し

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

Q.A.
　
　
　
　
　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
ポ
ー
ト
に
選
定
さ
れ

　
　
　
　

た
相
馬
港
に
は
、
処
理
事
業
者
の
事
業
規
模
の
拡
大

に
応
じ
、
今
後
、
使
用
済
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
の
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
が
増
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　

事
業
者
は
、
県
外
の
事
業
場
で
発
生
し
た
産
業
廃
棄
物
を
県

内
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
で
処
理
す
る
場
合
は
、
福
島
県

に
搬
入
開
始
年
月
日
、
産
業
廃
棄
物
の
種
類
及
び
予
定
数
量
な

ど
を
事
前
に
届
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
市
と
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
国
や
福
島
県
の
関

係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
、
ど
の
程
度
、

搬
入
さ
れ
て
い
る
の
か
情
報
収
集
し
、
有
害
な
物
質
が
含
ま
れ

な
い
よ
う
監
視
に
努
め
て
い
く
。

そうま市民の会

根岸利宗 議員
が問う！

無会派

中島孝議員
が問う！

新時代そうま

只野敬三 議員
が問う！

再
利
用
資
材
や
廃
土
砂
な
ど
に
つ
い
て
も
搬
入
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
ポ
ー
ト
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
県
外
の
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
扱

い
と
同
様
に
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

及
び
「
福
島
県
産
業
廃
棄
物
等
の
処
理
の
適
正
化
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
搬
入
を
計
画
し
て
い
る
処
理
事
業
者
が
福
島

県
と
事
前
協
議
や
届
け
出
を
行
い
、
福
島
県
の
許
可
を
得
て
か

ら
搬
入
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
市
へ
の
直
接
届
出
義
務
が
な
い
た
め
、
有
害

物
質
等
の
確
認
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
福
島
県
や
事
業
者

等
と
連
携
を
図
り
、
必
要
な
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
く
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

　
　
　
　
　

議
員
お
質
し
の
三
件
の
要
望
案
件
、「
歴
史
ま
ち

　
　
　
　

づ
く
り
」「
野
球
場
の
建
設
」「
相
馬
駅
東
口
の
改
札

整
備
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
案
件
も
、
実
現
に
あ
た
り
多

大
な
費
用
を
要
す
る
こ
と
に
加
え
、
将
来
に
わ
た
り
維
持
管
理

コ
ス
ト
が
発
生
す
る
事
業
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
費
用
対
効
果

や
財
源
確
保
の
可
能
性
を
含
め
た
慎
重
な
検
討
が
不
可
欠
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
詳
細
な
検
討
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
事
業

化
の
判
断
も
含
め
具
体
的
な
方
針
は
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
し
て
は
、
本

市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
重
要
な
取
組
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
相
馬
野
馬
追
や
中
村
城
跡
、
城
下
町
の
街
並
み

に
代
表
さ
れ
る
地
域
文
化
・
歴
史
資
源
は
、
次
世
代
に
継
承
す

べ
き
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

２
０
１
７
や
相
馬
市
地
方
創
生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
歴
史
を

活
か
し
た
諸
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
次
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
、
引
き

続
き
重
要
な
方
向
性
と
し
て
織
り
込
む
と
と
も
に
、
今
後
、
こ

れ
ら
を
核
と
し
た
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
を
ど
の
よ
う

に
具
体
化
し
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

野
球
場
の
建
設
と
相
馬
駅
東
口
の
改
札
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
関
係
者
と
の
対
話
を
継
続
し
な
が
ら
、
財
政
状
況
を
十

分
に
考
慮
し
つ
つ
、事
業
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
慎
重
に
調
査
・

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
川
崎
市
の
放
射
性
廃
棄
物
が
本
市
で
処
分

　

さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

現
在
、
相
馬
港
に
搬
入
さ
れ
て
い
る
主
な
品
目
に

　
　
　
　

つ
い
て
は
、
石
炭
や
砂
利
・
砂
、
非
金
属
鉱
物
な
ど

問

そ
の
他
の

質

○
教
育
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

Q.
今
後
の
人
口
減
少
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、

市
町
村
の
枠
組
み
を
超
え
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
考
え
を
問
う
。

　
　
　
　
　

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
は
、
単
に
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

の
効
率
化
を
図
る
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
活
性
化
や

地
域
全
体
の
持
続
可
能
性
の
強
化
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
近
隣
自
治
体
と
は
競
い
合
う
の
で
は
な
く
、

地
域
全
体
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
様

の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
を
基
盤
と
し
て
、
今
後
も
様
々
な
分
野
で
相
互
に
補
完
し
合

う
新
た
な
枠
組
み
の
構
築
を
模
索
し
な
が
ら
、
他
市
町
村
と
の

連
携
強
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A.

○
市
の
施
策
へ
の
地
域
経
済
循
環
分
析
の

　

活
用
に
つ
い
て

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
相
馬
ホ
ー
ム
の

　

老
朽
化
に
つ
い
て

①
歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

②
野
球
場
の
建
設
に
つ
い
て

③
相
馬
駅
東
口
の
改
札
整
備
に
つ
い
て
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本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一般質問

新時代そうま

只野敬三 議員
が問う！

にじ

杉本智美 議員
が問う！

そうま市民の会

浦島勇一 議員
が問う！

一般質問

ご
み
減
量
化
と
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
9.8
％
を

　

打
開
す
る
施
策
は
あ
る
の
か
!?

Q.
　
　
　
　
　

市
は
、
現
在
、
衣
類
の
拠
点
回
収
を
、
平
日
の
開

　
　
　
　

庁
時
間
に
市
役
所
生
活
環
境
課
の
窓
口
及
び
各
地
区

公
民
館
の
10
カ
所
で
実
施
し
て
お
り
、
衣
類
を
預
か
る
際
に
、

　

本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
約
9.8
％
と
、
全
国
平
均
の

19.3
％
、

県
平
均
の

13.5
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
現
在
、
マ
ナ
ー
維

持
と
分
別
管
理
の
た
め
平
日
の
対
面
回
収
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
、
時
間
外
回
収
や
土
日
回
収
の
実
施
は
検
討
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
衣
類
以
外
の
繊
維
製
品
に
つ
い
て
も
回
収
対
象
を
拡
大

し
、
さ
ら
な
る
ご
み
減
量
化
に
繋
げ
る
考
え
を
伺
う
。

A.
回
収
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
伺
う
。

そ
の
他
の

質

問

申
請
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
等
を
記
入
し
て
も
ら
い
、

リ
ユ
ー
ス
と
し
て
使
用
可
能
な
状
態
で
あ
る
か
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
、
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
新
た
な
品
目
拡
充
や
現
在
回
収
で
き
な
い
名
前
の
記

載
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
用
衣
類
な
ど
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
事

業
者
と
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
土
日
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
衣
類
の
拠
点
回
収
が
始

ま
っ
て
ま
だ
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
回
収
状
況
の
推
移
を
見
定

め
な
が
ら
、
コ
ス
ト
負
担
等
の
課
題
を
整
理
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

行
財
政
改
革
に
よ
る

自
主
財
源
確
保
策
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
導
入
で　
　
　

　
　

自
ら
稼
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
を
‼

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
の
「
民
間
提
案

型
」
を
導
入
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

Q.
　

相
次
ぐ
災
害
の
復
旧
費
用
や
経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
公
立

相
馬
総
合
病
院
へ
の
繰
出
金
な
ど
に
よ
り
、
市
の
財
政
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
医
療
、
防
災

対
策
を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
り
抜
く
た
め
、
自
主
財
源
を
確
保

す
る
手
段
と
し
て
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」
制
度
を
導
入
す
る

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

A.そ
の
他
の

質

問

○ 

若
者
の
地
元
定
着
と
多
様
な
人
材

　

確
保
に
向
け
た
高
卒
採
用
枠
の
再
開

　

に
つ
い
て

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

今
後
の
遺
族
会
運
営
を
支
援
す
る
対
応
と

戦
没
者
を
追
悼
す
べ
く
市
民
意
識
の
醸
成

に
つ
い
て
問
う
。

Q.A.
　
　
　
　
　

市
は
、
戦
没
者
の
方
々
に
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
、

　
　
　
　

先
の
大
戦
を
遠
い
記
憶
と
せ
ず
、
歴
史
に
学
び
、
平

和
を
実
現
し
、
維
持
し
て
い
く
た
め
の
教
訓
を
、
次
世
代
へ
と

繋
い
で
い
く
取
組
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
毎
年
８
月
６
日
及
び
８
月
９
日
の
広

島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
の
日
、
並
び
に
８
月
15
日
の
終
戦
の
日

に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
黙
と
う
を
捧
げ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
図
書
館
に
お
い
て
「
非
核
・
平
和
」
の
企

画
展
示
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

市
と
し
て
は
、
遺
族
会
会
員
の
高
齢
化
や
会
員
数
の
減
少
な

ど
、
遺
族
会
が
抱
え
る
課
題
を
理
解
し
、
と
も
に
活
動
が
で
き

る
方
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

にじ

畑中昌子 議員
が問う！

そうま市民の会

浦島勇一議員
が問う！

無会派

獺庭大輔 議員
が問う！

会
員
数
は
85
人
で
あ
り
、
高
齢
化
に
よ
る
会
員
の
減
少
や
組
織

力
の
低
下
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
を
は
じ
め
全
国
的
な
流
れ
と
し
て
、
戦
没
者

の
孫
世
代
の
入
会
を
勧
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
市
遺

族
会
に
お
い
て
は
、
な
か
な
か
加
入
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
組
織

と
し
て
の
活
動
が
難
し
い
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
戦
争
を
直
接
経
験
し
た
世
代
が
少
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
中
で
、
記
憶
を
次
世
代
に
ど
う
引
き
継
ぐ
の
か
、
そ

し
て
、
そ
の
一
翼
を
担
う
遺
族
会
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
何
が
で
き
る
か
、
遺
族
会
と
十
分
協
議
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

　
　
　
　
　

施
設
等
へ
の
命
名
権
、
い
わ
ゆ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

　
　
　
　

イ
ツ
制
度
は
、
民
間
事
業
者
の
社
名
や
愛
称
な
ど
を

市
の
施
設
等
に
付
与
す
る
対
価
と
し
て
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

料
を
い
た
だ
く
制
度
で
あ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
や
施
設
の
利

活
用
の
促
進
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
に
と
っ
て
も
、
公
共
施
設
等
へ
の
支
援

を
通
じ
て
、
知
名
度
や
信
頼
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
の
導
入
手
法
に
つ
い
て
は
、
大
き

く
分
け
て
二
つ
の
方
式
が
あ
る
。

　

一
つ
目
の
「
施
設
特
定
型
」
は
、
行
政
が
あ
ら
か
じ
め
対
象

施
設
を
指
定
し
て
募
集
す
る
も
の
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

を
優
先
さ
せ
た
い
施
設
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
の
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
自
主
財
源
の
確
保
や
管
理
運
営
の
効
率
化
を

図
り
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

二
つ
目
の
「
民
間
提
案
型
」
は
、
民
間
事
業
者
が
自
由
に
対

象
施
設
を
提
案
で
き
る
も
の
で
、
柔
軟
な
発
想
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

直
接
対
象
施
設
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
、
幅
広
い
施
設
を
対
象

に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
を
活
用
で
き
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　

市
と
し
て
は
、ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、

「
施
設
特
定
型
」と「
民
間
提
案
型
」の
双
方
の
特
徴
を
踏
ま
え
、

本
市
の
実
情
や
各
施
設
の
特
性
に
ど
の
よ
う
な
手
法
が
最
も
適

し
て
い
る
の
か
、他
自
治
体
の
先
行
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

愛
称
の
条
件
や
応
募
資
格
、
審
査
基
準
な
ど
を
定
め
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

○
松
川
浦
大
橋
ふ
れ
あ
い

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

市
は
、
相
馬
市
遺
族
会
よ
り
、
遺
族
会
の
現
状
に

　
　
　
　

つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
現
在
の

Q.
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
物
の
分
別
拡
大
に
よ

る
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

A.
　
　
　
　
　

本
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用

　
　
　
　

製
品
等
の
回
収
に
よ
る
効
果
は
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
等
と
し
て
回
収
し
て
い
た
昨
年
度
同
期
と
比
較
し
て
、

約
20
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
燃
や
さ

な
い
ご
み
」
の
搬
入
量
は
、約
20
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

　

な
お
、
今
後
の
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
月
に
策
定
し

た
市
の
「
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、

令
和
16
年
度
ま
で
に
「
一
人
一
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
」
を

令
和
６
年
度
実
績 

975
グ
ラ
ム
に
対
し
、

860
グ
ラ
ム
以
下
、「
リ

サ
イ
ク
ル
率
」
を
令
和
６
年
度
実
績 

9.8
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、

17.5
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
す
る
目
標
値
を
定
め
て
い
る
。

問

質

そ
の
他
の

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

○
中
学
校
部
活
動
の

　

地
域
移
行
に
つ
い
て

平
和
を
願
い
戦
没
者
を
追
悼

す
る
市
民
の
式
典
に
つ
い
て

戦
没
者
追
悼
の

　
　

在
り
方
を
共
に
考
え
よ
う
‼

遺
族
会
の
高
齢
化
に
伴
う
会
員
減
少
等
、

組
織
運
営
す
る
上
で
の
課
題
認
識
を
問
う
。

Q.
　

終
戦
よ
り
81
年
の
歳
月
の
経
過
と
共
に
遺
族
会
会
員
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
組
織
運
営
上
の
諸
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

本
市
の
１
０
７
２
名
の
戦
没
者
の
ご
英
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
そ
の
ご
慰
徳
を
後
世
に
伝
え
、
末
永
く
追
悼
し
て
い
く
こ

と
は
、
現
情
勢
下
に
お
い
て
は
、
行
政
の
任
う
べ
き
役
割
で
あ

る
と
考
え
、
戦
没
者
を
追
悼
す
る
市
民
の
式
典
に
つ
い
て
伺
う
。

A.
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本
会
議
の
映
像
は
Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
を
視
聴
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一般質問

にじ

横山和雄議員
が問う！

そうま市議会だより

令和８年 11 月１日号

一般質問

企
業
誘
致
に
つ
い
て

今
後
の
企
業
誘
致
を

　

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
!?

　

本
市
は
、
相
馬
港
や
高
速
道
路
、
相
馬
中
核
工
業
団
地
な
ど
の
強

み
を
生
か
し
て
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
る
。
企
業
誘
致
は
、
雇
用
の

創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
一
方
で
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
企
業
側
に
と
っ
て
は
人
材
の
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
企
業
誘
致
は
、「
企
業
を
呼

び
込
む
」
だ
け
で
は
な
く
、「
企
業
が
地
域
に
根
付
き
、
地
域
の
雇

用
を
生
み
、
そ
の
雇
用
に
よ
っ
て
若
い
世
代
が
相
馬
市
で
暮
ら
し
続

け
る
」
と
い
う
好
循
環
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

企
業
誘
致
は
雇
用
の
創
出
、
若
者
の
定
住
、
人
口
減
少
対
策
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
、
今
後
の
企
業
誘
致
戦
略
を

伺
う
。

今
後
の
企
業
誘
致
戦
略
に
つ
い
て
伺
う
。

Q.
　
　
　
　
　

市
は
、
新
た
に
市
内
へ
優
良
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
、

　
　
　
　

引
き
続
き
以
下
の
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
く
。
①
福
島
県

や
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
主
催
の
企
業

立
地
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
。
②
工
業
団
地
区
画
の
現
地
視
察
案
内
。

③
相
馬
港
や
常
磐
道
、
相
馬
福
島
道
路
を
活
用
で
き
る
個
別
企
業
の

訪
問
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
航
空
宇
宙
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
重
点

分
野
の
産
業
集
積
を
目
指
し
、
本
市
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
お
け
る
立

地
の
優
位
性
や
、
市
内
並
び
に
周
辺
自
治
体
か
ら
の
人
材
確
保
、
国
・

県
な
ど
の
立
地
支
援
制
度
の
活
用
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

加
え
て
、
市
長
自
ら
市
内
立
地
企
業
の
本
社
へ
の
訪
問
を
行
う
こ

と
で
、
各
事
業
所
の
操
業
状
況
や
新
た
な
増
設
計
画
な
ど
の
情
報
収

集
を
行
い
、
地
元
定
着
の
た
め
に
、
企
業
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
誘
致
活
動
以
外
に
も
、
企
業
側
の
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
福
島
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
企
業
誘
致

活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

↓　動画は　↓

↑こちらから↑

A.そ
の
他
の

問

質

議
決
結
果

賛
成

反
対

新政会 にじ そうま
市民
の会

新時代
そうま 無会派

高
玉
　
良
一

石
橋
　
浩
人

菊
地
　
清
次

波
多
野
広
文

河
内
　
幸
夫

佐
藤
　
　
満

愛
澤
　
俊
行

横
山
　
和
雄

畑
中
　
昌
子

門
馬
　
優
子

浦
島
　
勇
一

根
岸
　
利
宗

山
中
　
宣
明

只
野
　
敬
三

中
島
　
　
孝

獺
庭
　
大
輔

高
橋
　
利
宗

杉
本
　
智
美

議案第 59 号　相馬市公立学校体
育施設の開放に関する条例の制定
について

賛 原
成 案
多 可
数 決

16 １ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ○ ◯ ◯

　
　
●
討
論

　
　
○
討
論

◯ 議
長

議案第 60 号　職員等の旅費制度
の見直しに伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

賛 原
成 案
多 可
数 決

16 1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○
討
論

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●
討
論

○
討
論

◯ 議
長

９月定例会賛否一覧

※　○は賛成、●は反対　
※　議長（杉本智美）は採決に加わりません。

○ 

相
馬
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

本会議 日にち 内容 傍聴者数

１日目 ８月３１日（月） 議案の上程等 　１人

２日目 ９月　３日（木） 一般質問等 ８人

３日目 ９月　４日（金） 一般質問 ９人

４日目 ９月１８日（金） 議案採決 １人

９月定例会
　　日程、内容、傍聴者数について

９月定例会の本会議の日にち毎の主な内容、
傍聴者数についてお知らせいたします。

総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　

令
和
８
年
９
月
18
日
開
催
の
９
月
定
例
会
本
会
議
最
終
日
に
、
こ
れ
ま
で
の
市
総
合
計
画
の

検
証
、
調
査
及
び
新
た
な
総
合
計
画
を
審
査
す
る
た
め
、「
総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

名　

称　

　

総
合
計
画
審
査
特
別
委
員
会

付
議
事
件　

　

市
総
合
計
画
の
策
定
に
関
す
る
検
証
、
調
査
及
び
審
査
に
関
す
る
件

調
査
期
間

　

付
議
事
件
の
調
査
が
終
了
す
る
ま
で

委  

員  

長　

山
中　

宣
明

副
委
員
長　

高
橋　

利
宗

委　
　

員　

愛
澤　

俊
行
・
中
島　
　

孝
・
獺
庭　

大
輔
・
横
山　

和
雄

　
　
　
　
　

畑
中　

昌
子
・
門
馬　

優
子
・
高
玉　

良
一
・
石
橋　

浩
人

　
　
　
　
　

菊
地　

清
次
・
只
野　

敬
三
・
浦
島　

勇
一
・
根
岸　

利
宗

　
　
　
　
　

波
多
野
広
文
・
河
内　

幸
夫
・
佐
藤　
　

満
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審議結果報告

９
月
定
例
会
の
審
議
結
果

議案
番号 件           名 審議結果

５６ 相馬市教育委員会委員の任命につい
て

同　意

全会一致

５７ 人権擁護委員の推薦について
適　任

全会一致

５８ 人権擁護委員の推薦について
適　任

全会一致

５９ 相馬市公立学校体育施設の開放に関
する条例の制定について

原案可決

賛成多数

６０
職員等の旅費制度の見直しに伴う関
係条例の整備に関する条例の制定に
ついて

原案可決

賛成多数

６１ 相馬市印鑑の登録及び証明に関する
条例の一部を改正する条例について

原案可決

全会一致

６２ 相馬市手数料条例の一部を改正する
条例について

原案可決

全会一致

６３
市長等の損害賠償責任の一部免責に
関する条例の一部を改正する条例に
ついて

原案可決

全会一致

６４ 令和８年度相馬市一般会計補正予算
（第３号）

原案可決

全会一致

６５ 令和８年度相馬市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

６６ 令和８年度相馬市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）

原案可決

全会一致

６７ 令和８年度相馬市介護保険特別会計
補正予算（第１号）

原案可決

全会一致

６８ 令和８年度相馬市光陽地区造成事業
特別会計補正予算（第２号）

原案可決

全会一致

６９ 令和８年度相馬市下水道事業会計補
正予算（第１号）

原案可決

全会一致

７０
介護保険事業を維持するため、基本
報酬単価の引き上げを国に求める意
見書

原案可決

全会一致

７１ 給付付き税額控除制度の導入に関す
る意見書

原案可決

全会一致

認定
番号 件           名 審議結果

１ 令和７年度相馬市一般会計歳入歳出
決算認定について

認　定

全会一致

２ 令和７年度相馬市国民健康保険特別
会計歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

３ 令和７年度相馬市後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

４ 令和７年度相馬市介護保険特別会計
歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

５ 令和７年度相馬市光陽地区造成事業
特別会計歳入歳出決算認定について

認　定

全会一致

６ 令和７年度相馬市下水道事業会計決
算認定について

認　定

全会一致
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請願
番号 件           名 審議結果

２
介護保険事業を維持するため、基本
報酬単価の引き上げを国に求める意
見書提出の請願

採　択

全会一致

特別委員会要望活動

基
幹
交
通
網
に
関
す
る
特
別
委
員
会
要
望
活
動
報
告

　

基
幹
交
通
網
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、
6
月
22
日
及
び
25

日
に
国
土
交
通
省
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
地
元
選
出
国
会
議

員
な
ど
へ
、
常
磐
自
動
車
道
の
全
線
４
車
線
化
の
早
期
実
現
を

求
め
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
先
：
国
土
交
通
省
及
び
東
北
地
方
整
備
局
、　　
　
　
　
　

　
　
　
　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、

                  

地
元
選
出
国
会
議
員
（
９
名
）

奥田秀樹 建設事業本部 本部付部長（左から
４人目）に要望書を手渡す委員長ら

　　加藤竜祥 国土交通大臣政務官（当時）
（左から３人目）に要望書を手渡す委員長ら

↑要望区間の図

報告
番号 件           名 審議結果

１１ 専決処分の報告について 報告のみ

１２ 令和７年度相馬市の健全化判断比率
及び資金不足比率について 報告のみ

１３ 法人の経営状況説明書の提出につい
て 報告のみ

１４ 法人の経営状況説明書の提出につい
て 報告のみ

１５
令和８年度（令和７年度対象）教育
に関する事務の管理及び執行の状況
の点検及び評価について

報告のみ

要
望
内
容

　
「
常
磐
自
動
車
道
の
全
線
４
車
線
化
の
早
期
実
現
」

　

相
双
地
域
に
お
け
る
常
磐
自
動
車
道
は
、
約
90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
る
暫
定
2
車
線
区
間
が
存
在
し
、
車
両
増
加
に
よ
っ
て
速

度
低
下
や
交
通
事
故
に
よ
る
通
行
止
め
、
さ
ら
に
最
高
速
度
が
時

速
70
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
物
流
に
と
っ

て
の
大
き
な
ハ
ン
デ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
8
年
２
月
に
は
常
磐
富
岡
IC
～
南
相
馬

IC
間
で
車
両
が
衝
突
し
、
約
５
時
間
の
通
行
止
め
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
7
年
8
月
に
は
浪
江
IC
～
南
相
馬
IC
間
で
大
型

バ
イ
ク
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
衝
突
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
常
磐
自
動
車
道
の
4

車
線
化
に
よ
る
安
全
性
・
信
頼
性
の
向
上
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら

に
代
替
路
と
し
て
の
国
道
6
号
の
機
能
強
化
も
併
せ
て
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
抱
え
る
相
双
地

方
の
特
異
性
も
十
分
に
考
慮
い
た
だ
き
、
福
島
復
興
再
生
基
本
方

針
に
お
い
て
政
府
が
着
実
に
実
施
す
べ
き
基
本
的
な
事
項
と
し
て

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
常
磐
自
動
車
道
「
広
野
IC
～
山
元
IC
間
」

の
全
線
４
車
線
化
を
早
期
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

【総務常任委員会】                       

○次期相馬市総合計画策定の進捗状況について

○おでかけミニバスの現状と課題について

【文教厚生常任委員会】

○体育館施設における熱中症対策の現状と

　エアコンの運用状況並びに導入課題について

○市の介護人材確保の現状と課題について

○ピロリ菌検査の進捗と今後の課題について

委員会での調査項目
【産業建設常任委員会】

○市街地の都市公園の管理状況と課題について

○市道整備の現状と今後の取組について
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委
員
会
行
政
視
察
報
告
総
務
、
文
教
厚
生
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務
の
調
査
と
研
究
の
た
め
行
政
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
各
視
察
の
結
果
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
総　

務
】

①
北
海
道
函
館
市

　
　
　
　
　
　
（
7
月
14
日
）

　

人
口
減
少
対
策
の
取
組
に

つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

函
館
市
で
は
、
若
年
層
の

流
出
や
人
口
減
少
に
対
応
す

る
た
め
、
令
和
5
年
度
に

「
人
口
減
少
対
策
本
部
」
を

設
置
し
、
全
庁
横
断
的
に
施

策
を
推
進
し
て
い
る
。
人
口

減
少
対
策
の
重
点
施
策
と
し

て
、「
移
住
・
定
住
の
促
進
」

「
子
ど
も
・
教
育
へ
の
支
援
」

「
し
ご
と
の
創
出
」
を
3
つ

の
柱
と
し
、
移
住
者
へ
の
住

宅
支
援
や
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境

の
整
備
、
公
立
函
館
未
来
大

学
の
授
業
料
無
償
化
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
産
業
振
興

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、

移
住
相
談
件
数
や
定
着
者
数

が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
一

方
で
、
大
学
卒
業
後
の
若
者

の
道
外
流
出
が
続
い
て
お

り
、
地
域
企
業
と
の
連
携
強

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
市
で
は
、
人
口
減
少
を

完
全
に
止
め
る
こ
と
は
難
し

い
と
の
認
識
の
も
と
、
減
少

の
進
行
を
緩
や
か
に
し
つ

つ
、
外
か
ら
の
人
材
を
呼
び

込
む
取
組
を
推
進
し
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
る
。

②
北
海
道
室
蘭
市

　
　
　
　
　
　
（
7
月
15
日
）

　

自
治
会
・
町
内
会
の
活
性

化
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　

室
蘭
市
で
は
、
町
内
会
加

入
率
の
低
下
や
役
員
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
町
内

会
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
担

い
手
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
デ

ジ
タ
ル
回
覧
板
の
導
入
を
進

【
産
業
建
設
】

①
茨
城
県
守
谷
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
29
日
）

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
取

組
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。

　

守
谷
市
で
は
、
上
下
水
道

施
設
の
維
持
管
理
に
加
え
、

更
新
計
画
の
策
定
な
ど
を
民

間
事
業
者
へ
包
括
的
に
委
託

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

た
効
率
的
な
事
業
運
営
が
実

現
し
て
い
る
。
ま
た
、
10
年

間
の
長
期
契
約
に
よ
り
、
職

員
の
業
務
負
担
軽
減
と
専
門

技
術
・
知
識
の
継
承
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
上
下
水

道
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

②
茨
城
県
常
総
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
30
日
）

　

ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ

レ
ー
事
業
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。

　

常
総
市
で
は
、
官
民
連
携

に
よ
り
農
業
の
生
産
・
加

工
・
流
通
・
販
売
を
一
体
化

し
た
産
業
団
地
を
整
備
し
て

い
る
。
先
端
技
術
を
活
用
し

た
農
業
や
商
業
施
設
の
集
積

に
よ
り
、
約
2
０
０
０
人
の

雇
用
を
創
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
エ
リ
ア
に
あ
る
道
の

駅
常
総
は
、
災
害
時
に
約

250

人
が
一
時
避
難
で
き
る
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
も
備
え

て
い
る
。

　

同
事
業
は
地
域
活
性
化
や

雇
用
創
出
を
実
現
す
る
取
組

で
あ
り
、
今
後
は
地
元
農
業

と
の
連
携
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

【
文
教
厚
生
】

①
茨
城
県
常
総
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
６
日
）

　

書
か
な
い
窓
口
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

　

常
総
市
で
は
、
市
民
の
負

担
軽
減
と
窓
口
の
混
雑
解
消

を
目
的
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
「
書
か

な
い
窓
口
」
を
導
入
し
て
い

る
。
申
請
書
を
記
入
せ
ず
に

証
明
書
を
取
得
で
き
、
交
付

手
数
料
を
通
常
の
窓
口
よ
り

100
円
安
く
設
定
す
る
こ
と

で
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用

促
進
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。

②
千
葉
県
我
孫
子
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
７
日
）

　

発
達
障
害
児
・
者
へ
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

　

我
孫
子
市
で
は
、
こ
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

乳
幼
児
期
か
ら
就
学
後
ま
で

一
貫
し
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
福
祉
・
教
育
・
保
健
の

関
係
機
関
が
連
携
し
、
専
門

職
に
よ
る
健
診
や
相
談
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障

害
の
診
断
の
有
無
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
子
ど
も
自
身
が
抱
え

る
困
難
に
着
目
し
た
早
期
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

③
埼
玉
県
加
須
市

　
　
　
　
　
　
（
７
月
７
日
）

　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。

　

加
須
市
で
は
、
ご
み
の
減

量
化
と
資
源
化
を
目
的
に
、

自
治
会
単
位
で
「
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
協
力
会
」
を
設
立
し

て
い
る
。
市
民
と
行
政
が
協

働
し
、
ご
み
の
５
種
18
品
目

へ
の
分
別
や
木
く
ず
類
の
資

源
化
な
ど
を
推
進
し
て
い

る
。
一
方
で
、
高
齢
者
や
外

国
人
へ
の
ご
み
出
し
支
援
や

自
治
会
加
入
率
の
低
下
な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

お
い
し
い
給
食

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

委員会行政視察報告 委員会行政視察報告

④
東
京
都
足
立
区

　
　
　
　
　
（
７
月
８
日
）

　

お
い
し
い
給
食
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。

　

足
立
区
で
は
、
子
ど
も

の
健
康
増
進
や
食
育
、
食

品
ロ
ス
の
削
減
を
目
的
に

「
お
い
し
い
給
食
」
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
各
学

校
に
原
則
1
名
の
栄
養
士

を
配
置
し
、
独
自
の
献
立

に
よ
る
自
校
調
理
方
式
を

採
用
す
る
と
と
も
に
、
国

産
・
地
場
産
食
材
を
積
極

的
に
活
用
す
る
な
ど
の
取

組
に
よ
り
、
給
食
の
残
菜

率
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

約
70
％
減
少
し
て
い
る
。

め
る
と
と
も
に
、
市
民
や

企
業
な
ど
が
町
内
会
活
動

を
支
援
す
る
「
町
内
会
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
」
を
創
設

し
た
。
令
和
7
年
度
に
は

個
人
68
人
と
4
団
体
が
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録

し
、
延
べ
37
人
が
町
内
会

活
動
を
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
会
の
役
割

や
重
要
性
を
明
確
に
す
る

条
例
を
制
定
し
、
地
域
住

民
、
事
業
者
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
活
動
を
支
え

る
仕
組
み
を
整
備
し
て
い

る
。

　

同
市
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

と
従
来
の
地
域
交
流
を
両

立
さ
せ
な
が
ら
持
続
可
能

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

加
須
市
役
所
に
て

③
群
馬
県
高
崎
市

　
　
　
　
　
（
7
月
31
日
）

　

空
き
家
緊
急
総
合
対
策

事
業
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。

　

高
崎
市
で
は
、
市
独
自

の
財
源
を
活
用
し
、
空
き

家
の
管
理
・
解
体
・
利
活

用
に
対
す
る
8
つ
の
助
成

制
度
を
設
け
て
い
る
。
他

市
に
な
い
取
組
と
し
て
、

空
き
家
敷
地
内
の
除
草
や

樹
木
の
伐
採
、
建
物
内
部

の
清
掃
の
費
用
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
解
体
助
成
に
よ
っ
て

１
３
０
０
棟
以
上
の
解
体

が
進
み
、
解
体
後
の
土
地

の
約
7
割
が
有
効
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
空
き

家
対
策
の
実
績
を
示
す
と

と
も
に
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

説
明
を
受
け
る
委
員
ら

高
崎
市
役
所
に
て

８月臨時会の
映像はこちら

８月臨時会の審議結果

光
陽
サ
ッ
カ
ー
場
Ｄ
コ
ー
ト
人
工
芝
張
替

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
２
億
１
１
７
５
万
円
で
落
札
し
た
金
沢
興
業
株
式
会

社
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。
な
お
、
工
事
完
了
予
定
は
令
和
9
年
3

月
19
日
と
な
っ
て
い
る
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

市
内
の
小
学
校
で
使
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
用
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末

575
台
を
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
、
３
１
６
２
万
５
０
０
０
円
で
、
株
式
会
社
エ
フ

コ
ム
と
物
品
購
入
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

令
和
８
年
８
月
臨
時
会

　

令
和
8
年
第
4
回
8
月
臨
時
会
は
、
8
月
10
日
に
１
日
間
の
会
期
で
行

わ
れ
、
市
長
提
案
3
議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

第 53 号第 54 号

議案
番号 件           名 審議結果

53 相馬光陽サッカー場Ｄコート人工芝
張替工事請負契約の締結について

原案可決
全会一致

54 財産の取得について 原案可決
全会一致

55 令和８年度相馬市一般会計補正予算
（第２号）

原案可決
全会一致

物
価
高
騰
対
策
支
援
等

　
　
　
　
　
　
　
　

増
額
補
正

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
医
療
、
介
護
、
保
育

施
設
な
ど
の
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
合
計

２
６
２
５
万
円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
。

第 55 号



そうま市議会だより
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ご意見・お問い合わせ：相馬市議会事務局　☎ 0244-37-2177　Eメール　gikai-jimu@city.soma.lg.jp

※日程は予定日となるため、変更となる場合があります。

集 後 記編

広
報
広
聴
委
員
会

　

委  

員  

長　

根
岸　

利
宗

　

副
委
員
長　

只
野　

敬
三

　

委　
　

員　

愛
澤　

俊
行

　

委　
　

員　

高
橋　

利
宗

　

委　
　

員　

石
橋　

浩
人

　

委　
　

員　

菊
地　

清
次

　

相
馬
市
で
は
比
較
的
涼
し
い
夏
で

し
た
が
、
天
候
が
不
安
定
な
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま
す
の
で
体

調
管
理
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
議
会
だ
よ
り
「
み

て　

み
て
そ
う
ま
」
は
、
9
月
定
例

会
の
内
容
に
加
え
、
臨
時
議
会
及
び

各
委
員
会
の
活
動
内
容
の
掲
載
を
し

ま
し
た
。
如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
新
た
に
設
置
し
た
広
報
広
聴
委

員
会
で
は
、
各
議
員
の
発
言
・
活
動

を
尊
重
し
偏
る
事
な
く
市
民
に
報
告

す
る
広
報
機
能
と
市
民
か
ら
の
意

見
・
考
え
を
伺
う
広
聴
機
能
を
担
当

し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
考
え
・

意
見
等
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
議

会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
是

非
こ
の
広
報
誌
を
お
役
立
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
（
只
野
）

Ｙ о ｕ Ｔ ｕ ｂ ｅ

配信やってます！

パソコンやタブレット、

スマートフォンからも

ご覧いただけます。

１２月定例会の会期日程（予定）

月　日 会　議 内　　容

１１月３０日（月） 本会議 議案の提案と説明など

１２月　３日（木） 本会議 一般質問（１日目）

１２月　４日（金） 本会議 一般質問（２日目）

７日（月） 委員会 各常任委員会

８日（火） 委員会 各常任委員会

１０日（木） 委員会 予算決算常任委員会

１６日（水） 本会議 議案の採決など

議会を傍聴してみませんか？

市議会は３月、６月、９月、１２月に開催しており、どなたでも傍聴すること
ができます。また、事前連絡も不要です。
傍聴をご希望の方は、議会開催日に市役所２階の傍聴受付までお越しください。

次の定例会は１１月３０日（月）

午前１０時００分 開会予定です。◆受付時間　午前９時３０分～

  傍聴席は 30 席です

https://www.youtube.com/channel/
UCTpl1YDq5DKU2Oqt49cbe8g

20

市議会と意見交換
してみませんか？

　相馬市議会では各種団体、グループと

の意見交換を随時受付しています。

　ご希望の皆さまは議会事務局までお問

い合わせ下さい。


